
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

公

告

】

○

平

成

二

十

七

年

度

岡

山

県

農

林

水

産

総

合

セ

ン

農

政

企

画

課

担

当

課

（

室

）

タ

ー

農

業

大

学

校

の

学

生

募

集

目

次

○

土

地

改

良

区

の

定

款

変

更

の

認

可

耕

地

課

○

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

〃

【

告

示

】

○

岡

山

県

補

助

金

等

交

付

規

則

の

規

定

に

よ

る

補

環

境

企

画

課

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

助

金

等

の

名

称

等

の

制

定

の

一

部

改

正

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

の

完

了

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

○

〃

〃

年

課

○

〃

〃

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

〃

〃

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

〃

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

更

新

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

長

寿

社

会

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

産

業

企

画

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

保

安

林

の

解

除

予

定

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

岡

山

県

公

報

平成２６年４月４日 第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
号

昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
三
号
（
岡
山
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
補
助
金

等
の
名
称
等
の
制
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適
用
す

る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
環
境
文
化
部
の
部
中
岡
山
県
電
気
自
動
車
普
及
促
進
事
業
補
助
金
の
項
、
Ｅ
Ｖ
の
あ
る
ス
マ
ー
ト

な
暮
ら
し
・
地
域
お
こ
し
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
の
項
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
支
援
モ
デ
ル
事
業
補

助
金
の
項
、
岡
山
県
市
町
村
地
域
環
境
保
全
対
策
費
等
補
助
金
の
項
、
岡
山
県
地
域
生
活
排
水
対
策
支

援
事
業
補
助
金
の
項
、
岡
山
県
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
策
定
費
等
補
助
金
の
項
、
児
島
湖
流
域
環
境

保
全
実
践
モ
デ
ル
地
区
推
進
事
業
等
補
助
金
の
項
、
清
流
を
守
る
若
者
の
集
い
事
業
補
助
金
の
項
、
岡

山
県
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
低
公
害
化
促
進
補
助
金
の
項
及
び
岡
山
エ
コ
タ
ウ
ン
関
係
施
設
巡
回
見
学
受

入
事
業
費
補
助
金
の
項
を
削
り
、
環
境
緑
化
事
業
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

瀬
戸
内
海
国
立

瀬
戸
内
海
国
立

民
間
事

エ
コ
ツ
ア
ー
の
実
施

定
額

公
園
指
定
八
十

公
園
指
定
八
十

業
者

に
要
す
る
経
費

周
年
記
念
エ
コ

周
年
記
念
エ
コ

ツ
ア
ー
事
業
補

ツ
ア
ー
の
実
施

助
金

表
環
境
文
化
部
の
部
岡
山
県
文
化
振
興
事
業
費
補
助
金
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岡
山
県
文
化
振

文
化
活
動
の
振

芸
術
文

中
四
国
文
化
交
流
事

補
助
基
本
額
の
二
分

興
事
業
費
補
助

興

化
団
体

業
派
遣
費
補
助
事
業

の
一
以
内

金

国
民
文
化
祭
派
遣
費

補
助
事
業

市
町
村

そ
の
他
知
事
が
特
に

知
事
が
別
に
定
め
る

又
は
芸

必
要
と
認
め
た
事
業

額
又
は
率
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術
文
化

団
体
等

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

）

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

（

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る。

、

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
か

え
っ

て
き

た
ま

ほ
う

の
じ

ど
う

は
ん

ば
い

き
や

ま
だ

と
も

こ
作

金
の

星
社

小
学

生
（

低
）

い
と

う
み

き
絵

２
ふ

た
つ

の
ゆ

び
き

り
げ

ん
ま

ん
そ

う
ま

こ
う

へ
い

作
小

峰
書

店
〃

（
低

）

マ
ス

リ
ラ

絵

３
カ

エ
サ

ル
く

ん
と

カ
レ

ン
ダ

ー
２

月
は

ど
う

し
て

み
じ

か
い

の
？

い
け

が
み

し
ゅ

ん
い

ち
作

福
音

館
書

店
〃

（
中

）

せ
き

ぐ
ち

よ
し

み
絵

４
魔

女
の

シ
ュ

ー
ク

リ
ー

ム
岡

田
淳

作
Ｂ

Ｌ
出

版
〃

（
中

）

５
か

さ
ね

ち
ゃ

ん
に

き
い

て
み

な
有

沢
佳

映
作

講
談

社
〃

（
高

）

６
マ

ッ
テ

ィ
の

う
そ

と
ほ

ん
と

の
物

語
ザ

ラ
ー

・
ナ

オ
ウ

ラ
作

岩
波

書
店

〃
（

高
）

森
川

弘
子

訳

７
林

業
少

年
堀

米
薫

作
新

日
本

出
版

社
中

学
生

ス
カ

イ
エ

マ
絵
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
十
条
第
一
項
の
規

）
（

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行
者
等

１
書

籍
タ
ト
ゥ
ー
・
ゼ
ロ

１
号

富
士
美
出
版

２
〃

最
新
版

世
界
の
処
刑
と
拷
問

笠
倉
出
版
社

３
月
刊
誌

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル

５
月
号

宙
出

版

４
〃

チ
ャ
ン
プ
ロ
ー
ド

５
月
号

笠
倉
出
版
社
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

国
立
療
養
所

長
島
愛
生
園

6
5
3
9

住
所

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明

氏
名

園
長

藤
田

邦
雄

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
国
立
療
養
所

長
島
愛
生
園

6
5
3
9

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 廃 止

68の２－イ 68の２－イ
ちゅう房施設 ちゅう房施設種 類

能 力 2,000食／日 3,300食／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 新設完成後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 着工後５ヶ月 着工後２ヶ月

使 用 開 始 予 定 年 月 日 完成後直ちに 工事終了後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 連続８時間 連続９時間
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 39.2 42.9 39.2 42.9
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6～8 6～8 6～8 6～8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 500 600 500 600
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 500 600 500 600

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 850 1,000 850 1,000

油 分（㎎／ℓ） 30 40 30 40

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 80 100 80 100

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 60 80 60 80

大腸菌群数 個／㎤ 無数 無数 無数 無数（ ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項
変更なし

(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ｎｏ．２～54（雨水）

新 設
区 分

通 常 最 大

水 量（㎥／日） - -

ｐ Ｈ - -

ＢＯＤ（㎎／ℓ） - -

ＣＯＤ（㎎／ℓ） - -

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） - -

油 分（㎎／ℓ） - -

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） - -

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） - -

大腸菌群数 個／cm - -（ ）3

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 平成26年４月４日から同月25日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び瀬戸内市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

楯
築
診
療
所

倉
敷
市
中
庄
三
二
〇
六

五

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－

く
す
の
木
薬
局

倉
敷
市
加
須
山
二
五
四

一
二

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－

そ
う
ご
う
薬
局
新
見
店

新
見
市
高
尾
二
二
九
二

一

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

西
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

笠
岡
市
笠
岡
六
一
五

一
二

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－

ソ
ー
ク
薬
局
福
井
店

倉
敷
市
福
井
一
三

一

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－

株
式
会
社
末
田
薬
局

津
山
市
田
町
九

三

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－

ア
イ
薬
局

笠
岡
市
五
番
町
三

五

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－

ゆ
ず
り
は
薬
局

新
見
市
石
蟹
六
五

五

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－

び
ぜ
ん
薬
局

備
前
市
伊
部
九
〇

五

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－

な
で
し
こ
薬
局

真
庭
市
中
四
四
八

一

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

－

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
三
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

そ
う
ご
う
薬
局
新
見
店

新
見
市
新
見
一
一
七
三

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
四
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

川
柳
の
里
三
清
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２

所
在
地

岡
山
県
久
米
郡
久
米
南
町
羽
出
木
七
五
三

一
一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
経
山
会

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
久
米
四
八
番
地
の
一

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
八
〇
〇
五
九
二

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
五
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ル
ッ
ク
矢
掛
の
郷

２

所
在
地

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
二
六
六
九

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
矢
掛
の
郷

２

所
在
地

岡
山
県
倉
敷
市
昭
和
一
丁
目
二
番
二
二
号

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
八
〇
〇
四
五
二

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
、
第
四
十
八
条
第
一
項

第
一
号
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
川
柳
の
里
三
清
荘

２

所
在
地

岡
山
県
久
米
郡
久
米
南
町
羽
出
木
七
五
三
番
一
一

二

申
請
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
経
山
会

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
久
米
四
八
番
一

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
八
〇
〇
六
〇
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

短
期
入
所
生
活
介
護

介
護
老
人
福
祉
施
設

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
七
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
定
期
検
査

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
非
自
動
は
か
り
（
計
量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百

二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

赤

磐

市

赤
磐
市
仁
堀
出
張
所

平
成
二
十
六
年

一
〇:

〇
〇
～

五
月

七
日

一
一:

三
〇

赤
磐
市
山
方
研
修
セ
ン
タ
ー

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
四:

三
〇

赤
磐
市
吉
井
支
所

〃

八
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

赤
磐
市
熊
山
支
所

〃

九
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

岡
山
東
農
業
協
同
組
合
可
真
支
店

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

三
〇

岡
山
東
農
業
協
同
組
合
赤
坂
支
店

〃

十
二
日

一
〇:
〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:
〇
〇
～

一
五:
〇
〇

岡
山
東
農
業
協
同
組
合
笹
岡
支
店

〃

十
三
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

赤
磐
市
立
高
月
公
民
館

〃

十
四
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

赤
磐
市
立
西
山
公
民
館

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

三
〇

赤
磐
市
山
陽
産
業
会
館

〃

十
五
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

久
米
南
町

中
央
公
民
館

〃

十
六
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

美

咲

町

美
咲
町
役
場
柵
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

〃

十
九
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

美
咲
町
役
場
旭
総
合
支
所

〃

二
十
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



一
五:

〇
〇

美
咲
町
役
場
第
２
分
庁
舎

〃

二
十
一
日

一
〇:

〇
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

一
三:

〇
〇
～

一
五:

〇
〇

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
北
区
建
部
町
建
部
上
字
能
寺
一
二
五

第
一
、
一
二
六

第
一
、
一
三
八

一
か
ら
一
三

－
－

－

八

四
ま
で
、
一
三
九

－

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
に
係
る
市
町

（２）
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

、

、

、

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
田
土
字
尾
山
二
九
五
一

字
小
山
峠
二
九
五
二

字
小
山
乢
二
九
五
三

二

－

字
藤
沢
二
九
五
五

五
か
ら
二
九
五
五

七
ま
で
、
二
九
五
五

九
、
二
九
五
五

一
一

－
－

－
－

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
町
に
係
る
市
町

（２）
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
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２

立
木
の
伐
採
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
並
び
に
岡
山
市
役
所
及
び

「

吉
備
中
央
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

備
前
市
蕃
山
字
門
前
一
三
五
〇

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
二
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

美
袋
井
原
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇
〇
・
六

総
社
市
中
尾
字
下
ヶ
市
六
九
六
番
二
地
先
か
ら

新

八
・
〇
～

一
五
・
〇

総
社
市
中
尾
字
下
ヶ
市
三
五
四
六
番
地
先
ま
で

一
〇
〇
・
六

総
社
市
中
尾
字
下
ヶ
市
六
九
六
番
二
地
先
か
ら

旧

三
・
五
～

一
二
・
五

総
社
市
中
尾
字
下
ヶ
市
三
五
四
六
番
地
先
ま
で

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

美
袋
井
原
線

総
社
市
中
尾
字
下
ヶ
市
六
九
六
番
二
地
先
か
ら

平
成
二
十
六

総
社
市
中
尾
字
下
ヶ
市
三
五
四
六
番
地
先
ま
で

年
四
月
四
日

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



〔
一
五
四
〕
平
成
二
十
七
年
度
の
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校
（
以
下
「
農
業
大
学

校
」
と
い
う

）
の
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
す
る
。

。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

募
集
課
程
及
び
募
集
人
員

園
芸
課
程
（
果
樹
コ
ー
ス
・
野
菜
コ
ー
ス
・
花
き
コ
ー
ス
）
及
び
畜
産
課
程
（
和
牛
コ
ー
ス
）
の

両
課
程
で
三
十
五
名

推
薦
入
学
人
員
は
、
二
十
名
程
度
と
し
、
各
コ
ー
ス
十
名
以
内
を
原
則
と
す
る
。

二

受
験
資
格

１

推
薦
入
学

先
進
的
な
農
業
を
実
践
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
学
業
成
績
が

優
秀
で
、
県
内
で
の
就
農
意
欲
が
高
い
と
認
め
ら
れ
、
三
１

キ
に
掲
げ
る
推
薦
書
が
得
ら
れ
る

(2)

も
の

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育

(1)
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
二
十
七
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
又
は
通
常
の
課
程

。

に
よ
る
十
二
年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
（
通
常
の
課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り
こ
れ
に
相
当

す
る
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
を
含
む

）
。

外
国
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
十
二
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者

(2)

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
規
則
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
一
号
）
に
よ
る
高
等

(3)
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格
し
た
者
（
同
令
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
大
学

入
学
資
格
検
定
規
程
（
昭
和
二
十
六
年
文
部
省
令
第
十
三
号
）
に
よ
る
大
学
入
学
資
格
検
定
に

合
格
し
た
者
を
含
む

）
。

そ
の
他
、
農
業
大
学
校
の
校
長
が

に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
る
者

(4)

(1)

２

一
般
入
学

岡
山
県
内
で
農
業
を
実
践
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
者
で
、
１
の

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

(1)

(4)

当
す
る
も
の

三

入
学
志
願
手
続

１

推
薦
入
学

受
付
期
間

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
七
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
年
九
月
十
日
（
水
曜
日
）

(1)
ま
で
。
な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
の
場
合
は
、
同
日
の
消
印
又
は
通
信
日
付
印
が
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あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る
。

提
出
書
類

(2)
ア

入
学
願
書
（
所
定
の
用
紙
）

イ

履
歴
書
（
所
定
の
用
紙
）

ウ

最
終
学
校
の
調
査
書
（
出
身
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
進
学
用
所
定
用
紙
）

エ

身
体
検
査
書
（
所
定
の
用
紙
。
平
成
二
十
七
年
三
月
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
者
に
つ
い
て
は
、
不
要
）

オ

志
望
動
機
及
び
将
来
計
画
書
（
所
定
の
用
紙
）

カ

写
真

二
枚
（
う
ち
一
枚
を
イ
の
履
歴
書
に
貼
り
付
け
る
こ
と

（
出
願
前
三
月
以
内

。
）

、

）

に
撮
影
し
た
正
面
上
半
身
無
帽
の
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の

キ

推
薦
書
（
所
定
の
用
紙
）

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
在
校
生
に
つ
い
て
は
、
そ
の
在
籍
す
る
学
校
の
校
長

(ア)
の
推
薦
書

そ
の
他
の
者
に
つ
い
て
は
、
出
身
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
の
校
長
又
は
出

(イ)
身
地
（
両
親
又
は
本
人
の
現
住
所
地
）
若
し
く
は
就
農
予
定
地
を
所
轄
す
る
市
町
村
長
、

農
業
協
同
組
合
長
若
し
く
は
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
の
い
ず
れ
か
の
推
薦
書

ク

受
験
票
等
の
本
人
宛
て
の
送
付
を
希
望
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
宛
名
を
明
記
し

「
簡
易

、

」

、

（

）

書
留

と
朱
書
き
し

及
び
三
百
九
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

長
形
三
号

（
送
付
を
希
望
し
な
い
者
は
、
農
業
大
学
校
に
事
前
に
連
絡
の
上
、
受
取
に
行
く
こ
と

）
。

提
出
先

(3)

農
業
大
学
校

（
〒
七
〇
一

二
二
二
三

赤
磐
市
東
窪
田
一
五
七
）

－

そ
の
他

(4)

入
学
願
書
等
は
、
農
業
大
学
校
に
お
い
て
交
付
す
る
。
な
お
、
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

宛
名
を
明
記
し
、
二
百
五
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
型
二
号
）
を
同
封
す
る
こ

と
。

２

一
般
入
学
前
期

（

）

（

）

。

受
付
期
間

平
成
二
十
六
年
十
月
八
日

水
曜
日

か
ら
同
月
二
十
二
日

水
曜
日

ま
で

(1)
な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
の
場
合
は
、
同
日
の
消
印
又
は
通
信
日
付
印
が
あ
る
も

の
ま
で
受
け
付
け
る
。
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提
出
書
類

(2)
ア

入
学
願
書
（
所
定
の
用
紙
）

イ

履
歴
書
（
所
定
の
用
紙
）

ウ

最
終
学
校
の
調
査
書
（
出
身
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
進
学
用
所
定
用
紙
）

エ

身
体
検
査
書
（
所
定
の
用
紙
。
平
成
二
十
七
年
三
月
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
者
に
つ
い
て
は
、
不
要
）

オ

志
望
動
機
及
び
将
来
計
画
書
（
所
定
の
用
紙
）

カ

写
真

二
枚
（
う
ち
一
枚
を
イ
の
履
歴
書
に
貼
り
付
け
る
こ
と

（
出
願
前
三
月
以
内

。
）

、

）

に
撮
影
し
た
正
面
上
半
身
無
帽
の
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の

キ

受
験
票
等
の
本
人
宛
て
の
送
付
を
希
望
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
宛
名
を
明
記
し

「
簡
易

、

」

、

（

）

書
留

と
朱
書
き
し

及
び
三
百
九
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

長
形
三
号

（
送
付
を
希
望
し
な
い
者
は
、
農
業
大
学
校
に
事
前
に
連
絡
の
上
、
受
取
に
行
く
こ
と

）
。

提
出
先

１

に
同
じ
。

(3)

(3)

そ
の
他

１

に
同
じ
。

(4)

(4)

３

一
般
入
学
後
期

受
付
期
間

平
成
二
十
七
年
一
月
五
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
十
四
日
（
水
曜
日
）
ま
で
。

(1)
な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
の
場
合
は
、
同
日
の
消
印
又
は
通
信
日
付
印
が
あ
る
も

の
ま
で
受
け
付
け
る
。

提
出
書
類

２

に
同
じ
。

(2)

(2)

提
出
先

１

に
同
じ
。

(3)

(3)

そ
の
他

１

に
同
じ
。

(4)

(4)

四

入
学
試
験

１

推
薦
入
学

試
験
期
日

(1)

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
七
日
（
土
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

試
験
場
所

(2)

農
業
大
学
校

試
験
科
目

(3)

筆
記
試
験
及
び
面
接

筆
記
試
験
科
目

(4)
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必
須
科
目

小
論
文

選
択
科
目

数
学
Ⅰ
、
農
業
科
学
基
礎
又
は
環
境
科
学
基
礎
の
中
か
ら
一
科
目
（
い
ず
れ
も

基
礎
的
な
学
力
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
各
科
目
共
通
し
た
計
算
問
題
を
含
む

）
。

２

一
般
入
学
前
期

試
験
期
日

(1)

平
成
二
十
六
年
十
一
月
五
日
（
水
曜
日
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

試
験
場
所

(2)

農
業
大
学
校

試
験
科
目

(3)

筆
記
試
験
及
び
面
接

筆
記
試
験
科
目

(4)

必
須
科
目

国
語
総
合
（
基
礎
的
な
学
力
を
問
う
も
の
）
及
び
小
論
文

選
択
科
目

数
学
Ⅰ
、
生
物
Ⅰ
、
理
科
総
合
Ａ
、
農
業
科
学
基
礎
又
は
環
境
科
学
基
礎
の
中

か
ら
一
科
目
（
い
ず
れ
も
基
礎
的
な
学
力
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
各
科
目
共
通
し
た
計
算
問
題

を
含
む

）
。

３

一
般
入
学
後
期

試
験
期
日

(1)

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
八
日
（
水
曜
日
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

試
験
場
所

(2)

農
業
大
学
校

試
験
科
目

(3)

筆
記
試
験
及
び
面
接

筆
記
試
験
科
目

(4)

必
須
科
目

国
語
総
合
（
基
礎
的
な
学
力
を
問
う
も
の
）
及
び
小
論
文

選
択
科
目

数
学
Ⅰ
、
生
物
Ⅰ
、
理
科
総
合
Ａ
、
農
業
科
学
基
礎
又
は
環
境
科
学
基
礎
の
中

か
ら
一
科
目
（
い
ず
れ
も
基
礎
的
な
学
力
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
各
科
目
共
通
し
た
計
算
問
題

を
含
む

）
。

五

合
格
発
表

１

推
薦
入
学

平
成
二
十
六
年
十
月
八
日
（
水
曜
日
）
午
前
十
時
頃
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（
農
業
大
学
校
及
び
農
業
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
本
人
に
通
知
す

る

）
。

２

一
般
入
学
前
期

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日
（
水
曜
日
）
午
前
十
時
頃

（
農
業
大
学
校
及
び
農
業
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
本
人
に
通
知
す

る

）
。

３

一
般
入
学
後
期

平
成
二
十
七
年
二
月
六
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
時
頃

（
農
業
大
学
校
及
び
農
業
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
本
人
に
通
知
す

る

）
。

六

そ
の
他

１

修
業
年
限

二
年

２

入
学
志
願
手
続
そ
の
他
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

農
業
大
学
校

電
話
（
〇
八
六
）
九
五
五

〇
五
五
〇

－
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〔

〕

（

）

、

一
五
五

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

児
島
湾
土
地
改
良
区

二

認
可
年
月
日

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日
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〔
一
五
六
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

事

業

主

体

地

区

名

工

種

完
了
年
月
日

児
島
湾
土
地
改
良
区

西
七
区
３
条
１

農
業
用
用
排
水
施
設

二
六
・
三
・
一
四

〃

沖
町

番
川

か

ん

が

い

排

水

二
六
・
二
・

七

10

〃

内
尾

〃

〃

93

〃

北
七
区
支
線

号

〃

〃

54

〃

西
七
区
支
線

号

〃

〃

45

〃

西
七
区
支
線

号

〃

二
六
・
三
・
一
四

25

高
崎
土
地
改
良
区

丘
３
番
川
３

〃

二
六
・
三
・
一
八
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〔
一
五
七
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

道

路

の

位

置

（

）
（

）

指

定

年

月

日

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

岡
山
県
指
令
備
中
局

井
原
市
高
屋
町
四
丁
目
一
二
番
九

四
・
〇
〇

二
四
・
八
四

建
第
一
〇
五
二
号

平
成
二
十
六
年
三
月

二
十
七
日
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〔
一
五
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
下
野
二
六
〇
九

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
二
四
七

ｐ
ａ
ｐ
ａ
ｓ
Ａ

二
〇
三

－

宮

洋
祐

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
八
一
号

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



〔
一
五
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
井
手
字
折
掛
三
〇
三

七
、
三
〇
三

一
五
、
三
〇
三

一
六

－
－

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

広
島
県
広
島
市
東
区
牛
田
早
稲
田
一
丁
目
一
七

三
七

四
〇
一
号

－
－

本
田

勝
廣

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
八
七
号

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



〔
一
六
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
釼
先
キ
四
二
六

六
、
四
二
六

七
、
四
二
七

一
一
、
四
二
七

一
二
、
四

－
－

－
－

二
八

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
泉
五

三
一

－

山
本

英
治

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
八
五
号

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



〔
一
六
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
井
手
字
西
延
四
九
七

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
井
手
五
八
〇

一
一

－

三
宅
壮
一
郎

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
八
四
号

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号



〔
一
六
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
窪
木
字
折
橋
七
九
九

三
、
七
九
九

七

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
北
区
田
中
五
八
四

Ｄ

三
〇
二

－

泉

知
三
郎

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
〇
八
号

平成２６年４月４日　岡山県公報　第１１５７３号


